
ほ ん と う の こ と 、 ち ゃ ん と 知 り た い 。

８月８日（日）13：00〜16：00

アイスクエアビル 大会議室（５F）

●資料代 200 円

ケビン・キャンプス氏

主催：玄海原発プルサーマル裁判の会

玄海原発プルサーマル裁判の会

お問合せ：090-6772-1137（石丸）
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「核のゴミ貯蔵プールからの
　　放射能汚染水漏れ事故について」

http://genkai.ptu.jp/

↑佐賀大和 IC

↓佐賀県庁

８月は、アメリカの著名な反原発団体　
Beyond Nuclear（「核を超えて」）のケビン・
キャンプス氏をお招きします。
Beyond Nuclearは、米国での使用済燃料プー
ル等からのトリチウム漏えい事故の問題や、
オバマ政権の原発新規立地を進めるための政
府保証に反対する活動をされています。
当日はアメリカの核のゴミの実情をお話しい
ただきます。
どなたでもご参加ください。

　玄海原発で、また愛媛の伊方原発でも始まったプルサーマル。
各地の原発で計画が進んでいます。
　でも、本当に安全なの？そもそも、プルサーマルってなに？電
気は足りないの？
　原子力発電やプルサーマルのことについて、本当のことを知
るために、定例勉強会を開催します。
　どなたでもおいでください。たくさんのご参加をお待ちして
います。

●  9 月 12 日（日）

●10 月 10 日（日）

今後の予定（毎月第２日曜開催）
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アイスクエアビル：佐賀市駅前中央 1丁目 8-32
　　　　　　　　　TEL:0952-40-2002 

佐賀市鍋島 6丁目 3-8　　代表　石丸初美
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講師：未定

予定が変わる事もあります

講師：未定

竹田浩二さん（みらい実行委員会）、戸田清さん（長崎大学環境科
学部教授）、豊島耕一さん（佐賀大学理工学部教授）、野中宏樹さ
ん（プルサーマルと佐賀県の 100 年を考える会）、松原学さん（環
境共育を考える会）他の方々をお迎えする予定です。
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http://www.beyondnuclear.org/
Beyond Nuclear のサイト

応援メッセージ募集中！



　米国の著名な反原発団体Beyond Nuclear（「核を超えて」）から、ケビン・キャ
ンプス氏が急きょ来日されます。ケビン氏は、核廃棄物問題や原発の安全性問題について
活動されています。
　Beyond Nuclear は 2009 年秋に Lifetime Achievement Award を受賞し、全米で
その活動が認められました。今回、福島・福井・大阪・佐賀・東京で講演会や交流会をも
つことになりました。
　日本政府と電力各社は、プルサーマルを強行に推し進めています。プルサーマルで生み
出される使用済ＭＯＸは持って行き場もなく、原発の使用済燃料プールで超長期に保管さ
れることになります。しかし、米国では、原発の老朽化に伴って、プール等から放射能汚
染水が、気づかれることなく漏えいし、周囲の環境を汚染する事故が多発しています。
　「まず漏らし、あとで措置」という電力会社とＮＲＣの経済性最優先の姿勢に批判が強
まっています。使用済燃料プールでの超長期の保管がいかに危険なことであるのか、米国
での実態を紹介してもらいます。

８月８日（日）13：00〜16：00

ケビン・キャンプス氏講演会

第２回

「核のゴミ貯蔵プールからの

放射能汚染水漏れ事故について」

ケビン・キャンプス氏（Kevin Kamps） 紹介
（Beyond Nuclear のホームページより）
　ケビン・キャンプス氏は、政府と産業界がネバダ州
ユッカマウンテンに大量投棄しようとした核廃棄物に
対する反対運動を長年リードしてきました。また、ケ
ビン氏は、原子炉敷地内での放射性廃棄物の生成およ
び貯蔵の危険性や、全米の町を通過する核輸送につい
ての高度な知識を持っています。
　さらに、新規原子炉や再処理のような無駄な原子力
プロジェクトに対する連邦政府の債務保証をなくす活
動に集中的に取り組んでいます。Beyond Nuclear に
参加する前は、NIRS（原子力情報資料サービス：
Nuclear Information and Resource Service）で 放
射性廃棄物の専門家として８年間活動していました。
　ケビン氏はウクライナのチェルノブイリを訪れ、イ
ンターナショナル・チェルノブイリ子どもプロジェク
トのミシガン支部を設立し、チェルノブイリ事故で犠
牲になった子供たちに米国で医療支援を行っています。
彼はまた、ウラン鉱山の近くや、ネバダ核実験場の風
下に住む人たち（米国およびカナダにおける放射能被
害者）と共に活動しています。国内外の多くのコミュ
ニティで講演をし、また連邦政府、州や地方行政府の
フォーラム（公開討論会）にも参加しています。
　ワシントンＤＣの広島 / 長崎平和委員会から 2010
年ジョセフィン・バトラー核のない未来賞を受賞しま
した。
　ミシガン州出身。

ケビン氏の日本での講演日程
（詳しくは各地の主催者にお問い合わせください）

■８月５日（木）福島県内での講演会 
（主催：脱原発福島ネットワーク ）

■６日（金） 
小浜市内での交流会 （原発設置反対小浜市民の会）

■７日（土） 大阪での講演会
（グリーン・アクション／美浜の会）

■８日（日） 佐賀での講演会
（玄海原発プルサーマル裁判の会）

■９日（月） 佐賀での交流会
（玄海原発プルサーマル裁判の会）

■10 日（火） 午後 院内集会　東京での集会 18：
30～ 21：00
（福島老朽原発を考える会 /原子力資料情報室）
会場：文京シビックセンター 26階スカイホール


